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祝！府中駅誕生 100 年祝！府中駅誕生 100 年

京王電車が新宿と府中の間に開通したのは、1916 年

（大正 5）のことです。その時誕生した府中駅は、今

年 100 歳になります。この大きな節目に、京王電車

の開通を軸に、府中の近代を振り返ってみたいと思

います。

①京王電車がとおるまで①京王電車がとおるまで
　　

　写真は、府中市の中心地、ケヤキ並木の東側にあ

る府中駅の駅舎です。高
こう

架
か

化により 1993 年（平成 5）

から現在の姿になりました。

　府中駅誕生 100 年を記念するこのコーナーの初回

は、府中に駅舎がつくられる以前の明治時代初期に

時間を戻し、京王電車が開通するまでの府中の近代

を紐
ひも

解
と

いてみましょう。

伊勢丹の屋上から見た府中駅の駅舎　（2008 年撮影）





　府中駅誕生 100 年を記念するこのコーナーの

初回のお話は、京王電車開通の45年前からスター

トします。京王電車の開通は 1916 年（大正 5）。

その 45 年前は、1872 年（明治 5）年です。この

年、前年実施した廃
はい

藩
はん

置
ち

県
けん

により中央集権的な政

治体制を整えた明治政府は、さまざまな制度改革

に着手しました。そのうちのひとつ、宿
しゅく

駅
えき

制度

の廃止は、江戸時代から甲
こう

州
しゅう

街
かい

道
どう

の宿
しゅく

場
ば

として

にぎわってきた府中に、大きな影響を与えました。

　まず、宿場について簡単にご説明しましょう。

宿場には、公用の人や荷物に対し人馬を用意して

隣の宿場まで運ぶ「宿
しゅく

継
つぎ

」や、宿泊施設の提供

が役割として課せられていました。この際の賃金

は、無賃か低い料金設定になっていたので、その

不足分を補
ほ

填
てん

するために、一般の運送業務や旅
は た ご

籠

屋
や

の営業、市
いち

の開催などが許されていたのです。

この結果、宿場は物流の拠点として、地域の経済

的な中心となりました。

　明治政府が宿駅制度を廃止した理由には、江戸

時代末期の社会的動乱により宿場が疲
ひ

弊
へい

したこ

とが挙げられますが、馬車と鉄道の出現や、郵便

制度などの開始も大きな要因でしょう。欧米から

の技術や制度の導入により宿駅制度は必要なく

なったのです。これにより宿場として長い歴史を

歩んできた府中も、さまざまな変革を迫られるこ

とになりました。

　明治時代初期の府中には、新制度に伴う施設が

複数設置されています。1872 年 3 月には、番
ばん

場
ば

宿
じゅく

（現・宮
みや

西
にし

町
ちょう

）の矢島九
く

兵
へ

衛
え

家に郵便取扱所

が開設されました。また、その 6 年後の 1878 年

に多摩地域が西・南・北の三郡に分かれると、北

多摩郡役所が同じく番場宿に置かれました。この

時期の府中は、いまだ地域の経済的・政治的中心

地として機能していたのです。ところが、1889

年に甲
こう

武
ぶ

鉄道（現・JR 中央線）が開通すると、

その立場は大きく揺らぐことになります。

　初期の鉄道は、主たる輸出品であった生
き

糸
いと

の産

地と東京や横浜を結ぶルートを中心に敷
ふ

設
せつ

され

ました。甲武鉄道も、東京と生糸の一大集積地で

ある八王子を結ぶ路線で、府中の北方を線路が一

直線に走っています。この鉄道の開通以後、物流

の拠点は停車場が置かれた国分寺に移り、府中の

経済的立場は低下していきました。

　この状況を打開すべく、府中の人々も鉄道の誘
ゆう

致
ち

に動いています。1901 年には川越鉄道に国分

寺・府中間の線路延長を働きかけ、鉄道用地の取

得にも取りかかりました。しかし、川越鉄道に

とって延長はメリットがないものだったようで、

交
こう

渉
しょう

は暗
あん

礁
しょう

に乗り上げました。その結果、計画

を断念せざるを得なくなってしまいました。

　そのような府中に画
かっ

期
き

が訪れたのは、明治時代

も終わりに差しかかったころのことです。建材と

して多摩川の砂利の需要が高まり、その運搬の

ために東京砂利鉄道（のちの下
しも

河
が

原
わら

線、現在は

廃線）が敷
し

かれることになったのです。念願の

鉄道敷設の決定です。府中では、国分寺と下河原

（現・南
みなみ

町
ちょう

）をつなぐこの鉄道に、砂利だけでな

く人と貨物を運んでもらうことを期待して、人

的・金銭的な協力を惜しみませんでした。しか

し、1910 年に東京砂利鉄道は無事開通したもの

の、旅客を運ぶことなく、1914 年の多摩川の洪

水で営業を停止しました。府中の人々の落
らく

胆
たん

はい

かばかりだったでしょう。

　このような状況下に、やっと府中に開通したの

が京王電車なのです。これにより府中は新たな発

展をとげることになるのですが、それは最終回に

お話しするとして、次回は甲武鉄道開通にまつわ

る「鉄道忌
き

避
ひ

伝説」について考えてみたいと思い

ます。　　　　　　　　　　　　　　(花木知子 )

大正初期の北多摩郡役所

祝！府中駅誕生100年祝！府中駅誕生100年
　①京王電車がとおるまで
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　今年の冬に白
しら

糸
いと

台
だい

６丁目で実施した遺跡発掘調査で勾
まが

玉
たま

が１

点出土しました。奈良時代に使われた竪
たて

穴
あな

建物跡の床面付近で発

見されたのです。半円形に近い形状で、全長は 3.5 ㎝、重さは約

20g あります。全体的に白っぽい石材で、一部に緑色を帯び、手

に取ると少し重みを感じるところから翡
ひ

翠
すい

の可能性もあります。

　勾玉は、縄文時代にはすでに作られていたもので、弥生時代や

古墳時代にも作られています。奈良・平安時代にも勾玉はありま

すが、多くは伝
でん

世
せい

品
ひん

と考えられます。奈良東大寺の不
ふ

空
くう

羂
けん

索
さく

観
かん

音
のん

の宝
ほう

冠
かん

にも飾られているそうです。

　翡翠は、宝石の一つに数えられています。古代の翡翠産地は新

潟県糸
い と い

魚川で、翡翠の勾玉は日本列島各地で出土しています。

　市内ではこれまでに６点の勾玉が見つかっています。その中で

最も古いのは、宮
みや

町
まち

３丁目の土
ど

坑
こう

から出土した土製の勾玉です。

縄文時代のものと考えられます。弥生時代のものはまだ発見され

ていません。古墳時代のものは、小
こ

柳
やなぎ

町
ちょう

１丁目で発見された白

糸台 10 号墳
ふん

の石
せき

室
しつ

から、首飾りとみられる小玉 27 点と共に出

土した２点と、分
ぶ

梅
ばい

町
ちょう

１丁目の高
たか

倉
くら

１号墳の近くから出土した

１点があります。これらの勾玉は滑
かっ

石
せき

製です。ほかに、日
ひ

吉
よし

町
ちょう

１丁目では、希
き

少
しょう

なガラス製の勾玉の破片が出土しています。

　今回の出土品と同じように竪穴建物跡から出土したものもあ

ります。宮町１丁目の奈良時代の竪穴建物跡のほぼ床面から首飾

りと考えられる石製の丸玉 22 個と勾玉１点が出土しています。

　今回出土した勾玉は、市内で出土した勾玉の中では、最も大き

く、形も良く、石材も良質で翡翠の可能性もあるものなので、古

墳時代の支配階級の所有物だったと考えられます。竪穴建物跡が

白糸台古墳群の範囲にあることから、白糸台古墳群の被葬者の副

葬品が竪穴の住人の手に渡ったのかもしれません。

　勾玉は、現代では工芸品として生産されています。神秘的な魅

力に引きつけられる人もいるようですが、古代の人々には、もっ

と大きな価値のあるものだったと思われます。そんな貴重なもの

を、なぜ竪穴建物跡に残していったのでしょうか。そこにはやむ

にやまれぬ事情があったのかもしれません。

勾玉が出土した様子

出土した勾玉（実物大）





中世の安養寺

　 はじめに
府中市本

ほん

町
まち

1 丁目に安
あん

養
よう

寺
じ

という天
てん

台
だい

宗
しゅう

の寺

院があります。江戸時代後期の 1830 年に完成し

た『新
しん

編
ぺん

武
む さ し

蔵風
ふ

土
ど

記
き

稿
こう

』には、

矢
や

崎
ざき

にあり、叡
えい

光
こう

山
ざん

佛
ぶつ

乗
じょう

院
いん

と号す、天台宗、

東
とう

叡
えい

山
ざん

の末
まつ

、御
ご

朱
しゅ

印
いん

十五石
こく

の寺
じ

領
りょう

を附
ふ

せら

る、末
まつ

寺
じ

三院、門
もん

徒
と

十一寺を統
すべ

、・・・川

越仙
せん

波
ば

喜
き

多
た

院
いん

と同く慈
じ

覚
かく

大
だい

師
し

の開
かい

山
ざん

なりと

云
いう

、寺
じ

伝
でん

に永
えい

仁
にん

四年勅
ちょく

によりて再興ありと

云、尊
そん

海
かい

僧
そう

正
じょう

を以
もっ

て中
ちゅう

興
こう

開
かい

山
ざん

となす、・・・

とあって、平安前期、慈覚大師が開山 ､ 永仁 4 年

(1296) に尊海僧正が再
さい

興
こう

したと伝えていること

がわかります ｡ しかし残念なことにそれを証明す

る中世以前の確実な史料はなく、古代・中世の安

養寺は伝承の域を出ないと判断されてきました。

ところが最近、中世の安養寺にかかわる史料

の存在が明らかになりました。ここではこの新た

な知
ち

見
けん

の一端を紹介しようと思います。

 中世安養寺でしたためられた聖教
聖
しょう

教
ぎょう

とは釈
しゃ

迦
か

の説いた教えやそれを記した経
きょう

典
てん

・書物のことです。寺院社会では僧
そう

侶
りょ

たちが仏
ぶっ

法
ぽう

を受けつぐため、教
きょう

学
がく

の内容が盛り込まれた

聖教を講読したり、筆
ひっ

写
しゃ

したりしました。それが

各地の寺院などに残されているのです。

そうした聖教のなかに、府中の安養寺が登場

します。栃木県日光市にあり、輪
りん

王
のう

寺
じ

が所蔵する

聖教がそれです。『法
ほっ

華
け

玄
げん

義
ぎ

抄
しょう

』の第二抄の扉
とびら

書
がき

に、

法華玄義第二聞書下祐海　武州府中安養寺
同書の奥

おく

書
がき

に

応永七年庚辰三月十二日書之畢　祐海
とあるのです。この『法華玄義抄』は応

おう

永
えい

7 年

（1400）3 月 12 日、祐
ゆう

海
かい

という僧侶によって府

中の安養寺で書写されたことがわかります。これ

によって、室町時代に安養寺が存在したことは確

実となりました。

輪王寺は、東
とう

照
しょう

宮
ぐう

、二
ふた

荒
ら

山
さん

神社とともに世界

遺産に登録されている天台宗の寺院ですが、その

ＮＯＴＥ 深澤 靖幸

安養寺所蔵板碑　拓本　右は銘文の拡大

祐
海

応
永
廿
四カ





23 名の僧俗の協力を得て造立したものとみなし

てよいでしょう。

『法華玄義抄』の書写年とは若
じゃっ

干
かん

の開きがあり

ますが、両者にみられる祐海が同一人物である可

能性は極めて高いと判断します。1400 年代の初

頭ころ、祐海という僧侶が安養寺を舞台として盛

んに活動をしていたことが推測されます。

 安養寺の縁起と聖教
輪王寺には安養寺に関係する聖教がもう一つ

あります。『法華玄義抄』第一抄の奥書に

元徳二年八月五日　於府中御水河坊書写畢
　等海（花押）

とあるのがそれです。元
げん

徳
とく

３年（1330）、府中に

あった御水河坊で等
とう

海
かい

が書写したものです。御水

河坊は現存せず不明ですが、等海は安養寺の縁
えん

起
ぎ

にも登場する人物なのです。

縁起の関連する部分をかいつまめば、

等海のもとに正体を隠して仕えていた狸
たぬき

の

筑
ちく

紫
し

三
さん

位
み

という弟子がいた。ところがある

日、その正体を師に知られてしまう。狸は

「ご恩返しに教えを受けたことを実現します

ので、明日人
ひと

見
み

ヶ
が

原
はら

に来てください」といっ

て去って行った。翌日、等海が弟子たちと

人見ヶ原に行くと、浅
せん

間
げん

山
やま

のあたりに七
しっ

宝
ぽう

瑠
る

璃
り

で飾られたお釈迦様があられた・・・

といったところでしょうか。等海の府中での活動

が確認できたからには、この縁起も改めて読み込

む必要がありそうです。人見ヶ原や浅間山は現在

の若
わか

松
まつ

町
ちょう

や浅間町付近のことで、江戸時代には

安養寺の末寺の幸福寺があったことも興味が惹
ひ

かれます。化け狸の話はともかく、縁起の登場人

物や舞台は、なんらかの事実を反映していると考

えてよいでしょう。

新たに確認された聖教と板碑や縁起が密接に

絡
から

んでくれたおかげで、ささやかではあります

が、中世の府中を語る材料を増やすことができま

した。府中に関する中世史料の発見はそうそう期

待できませんが、聖教はまだまだ開拓の余地があ

りそうです。今後も、注目していきたいと思いま

す。

歴史は古く、開
かい

創
そう

は奈良時代と伝えられ、永く日

光山信仰の拠点でした。戦国期には一時衰退した

ものの、江戸時代の初頭に天
てん

海
かい

が貫
かん

主
す

（住職）と

なると復興が進み、広く天台関係の聖教が収集

されたのです。ここで紹介した『法華玄義抄』も、

そうした経緯で輪王寺の所有に帰したものなの

でしょう。

　 祐海が建立した板碑
さて、ここで興味深いことに気づきました。「祐

海」の名が刻まれた板
いた

碑
び

が、安養寺にあるのです。

主
しゅ

尊
そん

は失われているものの、普
ふ

賢
げん

菩
ぼ

薩
さつ

と文
もん

殊
じゅ

菩

薩を示す梵
ぼん

字
じ

の下に９行の銘
めい

があり、現存の長さ

75cm、幅は 45.5cm あります。この横幅からする

と、造
ぞう

立
りゅう

時の大きさは高さ 170cm を超え、府中

市域では 1・2 位を争う大型板碑であったと考え

られます。失われた主尊は、文殊と普賢を脇
きょう

侍
じ

としていることから、釈迦如
にょ

来
らい

とみてよいでしょ

う。天台教学にふさわしい尊
そん

像
ぞう

といえます。

９行の銘文は、磨
ま

滅
めつ

と折
せっ

損
そん

によって判
はん

読
どく

が難

しいのですが、中央（5行目）の下方に「応永
　にじゅう

廿」

とあるのは確実です。それ以外の行には、各行 3

名の人名が刻まれているようで、1 ～ 4 行目には

僧名ないし法
ほう

名
みょう

、6 行目以降は一層判読が難しい

のですが、俗名を書き連ねているようです。そし

て 1 行目の筆
ひっ

頭
とう

に刻まれているのが「祐海」な

のです。具体的な目的は不明ながら、この板碑は、

おそらく応永 24 年（1417）に、祐海が主導して、

祐
海　

明
秀ヵ　

秀
良ヵ

良
明　

秀
海　

秀
□

明
□　

光
円　

明ヵ
□

明ヵ
□　

□
□　

□
□

　
　
　
　
　
　
　

応
永
廿
四カ〈
欠
〉

良
平　

□
□　

□
□

□
□　

□
八　

良
□

□
□ 

良
□
〈
欠
〉

□
〈
欠
〉

（蓮座） （蓮座）

普
賢
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展示会案内

今から 239 年前の江戸時代、府中第五小学校の

付近で、中世の板
いた

碑
び

や壺
つぼ

が掘り出されました。幸

運にして、板碑は縁あって国立市の谷
や

保
ほ

天
てん

満
まん

宮
ぐう

に、壺は地元の旧家に伝えられ、大切にされてき

ました。壺を保管する旧家には、出土の経緯など

を記した古
こ

文
もん

書
じょ

までも残されています。

板碑は、刻まれた銘
めい

文
ぶん

から、延
えん

文
ぶん

5 年（1360）

に津
つ

戸
と

勘
か

解
げ

由
ゆ

左
さ

衛
え

門
もんの

尉
じょう

菅
すが

原
わら

規
のり

継
つぐ

という武士の菩
ぼ

提
だい

を弔
とむら

うため、沙
しゃ

弥
み

道
みち

継
つぐ

によって建
こん

立
りゅう

されたこ

とがわかります。府中市内でこれまでに 600 点

を超す板碑が確認されていますが、この板碑はだ

れがいつ何のために造
ぞう

立
りゅう

したのかが明らかなも

のとして貴重です。そればかりか、この地に津戸

を名乗る武士がいたことをも教えてくれます。

このように、古くから中世の出土品があったこ

とは知られていたものの、付近で発掘調査が行わ

れることはほとんどありませんでした。ところ

が、この地を横断するように敷
ふ

設
せつ

されている JR

南武線に、新たに〈西
にし

府
ふ

駅〉ができることになる

と、状況は一変します。畑が広がっていた一帯に、

駅舎、道路、マンション、商業施設などが次々と

建設され、それに先だって発掘調査が行われるよ

うになったのです。そして、中世の屋敷群が発見

されたのでした。

府中は古代以来の政治都市ですが、西府駅付近

は、府中の中心部からはおよそ 2km 西方に離れ

たところにあります。当時の幹
かん

線
せん

道
どう

である鎌倉街

道上
かみ

道
みち

は中世都市・府中の西端を南北に縦
じゅう

走
そう

し

ていますが、この道からもおよそ 800 ｍ西に離

れています。

そうした場所で、発見された屋敷群は、溝
みぞ

で区

画されたもので、予想をはるかに超える規模でし

た。中世の塚、墓地もあります。伝承では、寺院

もあったといいます。実態解明はまだ緒
ちょ

についた

ばかりですが、近年の発掘資料のみならず、江戸

時代に出土した板碑や壺、地元に伝えられてきた

板碑なども交えて、遺跡の実像を探ってみたいと

思います。　　　　　　　　　　　   （深澤靖幸）

企画展

発掘された中世遺跡
―府中市西府の考古学―

会場：本館 2階企画展示室

観覧：無料

7月23日 (土 )～ 10月30日 (日 )

江戸時代に出土した常滑
焼の壺と板碑

発掘された掘立柱
建物跡と区画溝





　今年は、京王電車が新宿・府中間に開通してか今年は、京王電車が新宿・府中間に開通してか

ら 100 年目にあたります。当館では、その大きら 100 年目にあたります。当館では、その大き

な節目を記念し、京王電車の開通を軸に府中の近な節目を記念し、京王電車の開通を軸に府中の近

代を見直したいと考え、特別展を開催することに代を見直したいと考え、特別展を開催することに

いたしました。いたしました。

　この展示会では、近代における府中の変化を　この展示会では、近代における府中の変化を

紹介するために、5 つの転換点（ターニングポイ紹介するために、5 つの転換点（ターニングポイ

ント）を設定しました。最初の転換点は 1872 年ント）を設定しました。最初の転換点は 1872 年

（明治 5）。この年（明治 5）。この年宿宿
しゅくしゅく

駅駅
えきえ き

制度が廃止され、制度が廃止され、甲甲
こうこ う

州州
しゅうしゅう

街街
かいか い

道道
どうど う

のの宿宿
しゅくしゅく

場場
ばば

としてにぎわっていた府中は、近代化としてにぎわっていた府中は、近代化

のの潮潮
ちょうちょう

流流
りゅうりゅう

の中で新な姿をの中で新な姿を模模
もも

索索
さくさ く

することになりましすることになりまし

た（①）。た（①）。

　その後、②　その後、②甲甲
こうこ う

武武
ぶぶ

鉄道の開通、③砂利運搬用の鉄鉄道の開通、③砂利運搬用の鉄

道の道の敷敷
ふふ

設設
せつせ つ

、と転換点が続きます。この過程ついて、と転換点が続きます。この過程ついて

は、2 ページの「祝！府中駅誕生 100 年」で紹介は、2 ページの「祝！府中駅誕生 100 年」で紹介

していますので、ご一読ください。していますので、ご一読ください。

　①から③へ時代を経るにつれて、府中が江戸時　①から③へ時代を経るにつれて、府中が江戸時

代に有していた経済的な立場は、徐々に低下して代に有していた経済的な立場は、徐々に低下して

いきました。そのような状況をいきました。そのような状況を打打
だだ

開開
かいか い

してくれたのしてくれたの

が、④京王電車の開通だったのです。これにより、が、④京王電車の開通だったのです。これにより、

都心と短時間で結ばれたことが、新たな発展をと都心と短時間で結ばれたことが、新たな発展をと

げるげる契契
けいけ い

機機
きき

となりました。となりました。

　最後の転換点、⑤　最後の転換点、⑤玉玉
ぎょくぎょく

南南
なんな ん

鉄道の開通により府中鉄道の開通により府中

と東八王子が結ばれ、その後新宿・東八王子間のと東八王子が結ばれ、その後新宿・東八王子間の

直通運転が始まりました。同じ頃には、ほかの鉄直通運転が始まりました。同じ頃には、ほかの鉄

道も開通して交通網が整備され、東京の近郊とい道も開通して交通網が整備され、東京の近郊とい

う府中の位置づけがはっきりとしてきました。う府中の位置づけがはっきりとしてきました。膨膨
ぼうぼ う

張張
ちょうちょう

する東京の受け皿となった府中には、する東京の受け皿となった府中には、多多
たた

磨磨
まま

霊霊
れいれ い

園園
えんえ ん

や競馬場などの大型施設や学校、企業の工場なや競馬場などの大型施設や学校、企業の工場な

どができ、人口も増加していったのです。どができ、人口も増加していったのです。

　5 つの転換点のうち、現在の府中の発展につな　5 つの転換点のうち、現在の府中の発展につな

がる最も大きな出来事は、京王電車の開通でしがる最も大きな出来事は、京王電車の開通でし

た。ここから府中の巻き返しが始まったといえまた。ここから府中の巻き返しが始まったといえま

す。開通から 1 世紀という記念の年に、この展す。開通から 1 世紀という記念の年に、この展

示会で、その意義を再認識していただけると幸い示会で、その意義を再認識していただけると幸い

です。 です。 ( 花木知子 )( 花木知子 )

会場：本館 1階特別展示室会場：本館 1階特別展示室

展示会案内

観覧：無料観覧：無料

京王電車がとおったころ京王電車がとおったころ～府中駅誕生 100 年記念～～府中駅誕生 100 年記念～

7/16（土7/16（土））～ 9/4（日）～ 9/4（日）

特別展特別展

後援：京王電鉄株式会社後援：京王電鉄株式会社
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　東京の緑が年々後退するなかで、府中の自然が

豊かな理由の一つに多摩川の存在があります。市

の南
なん

縁
えん

を流れる中
ちゅう

流
りゅう

域
いき

の多摩川は、様々な環境

に分かれています。水中部分をはじめ、中
なか

洲
す

や水
みず

際
ぎわ

、大きく広がる河原や土手といった具合です。

動植物にとっては、同じエリアの中で棲
す

み分けの

できる大変ありがたい活動場所であり、生育場所

でもあるのです。特に多摩川は、野鳥の宝
ほう

庫
こ

とし

て有名で、一年中見られる留
りゅう

鳥
ちょう

はもちろん、渡

り鳥たちの繁
はん

殖
しょく

･ 越
えっ

冬
とう

･ 中継地としても利用され

ています。そんな多摩川で観察できる特
とく

徴
ちょう

的な

野鳥にスポットを当てて紹介します。

　長い 嘴
くちばし

に青い羽根、眩
まぶ

しいオレンジ色の腹

･･･ なんてきれいな配色でしょう。多摩川の水
みな

面
も

を横切る姿は、まさに宝石が飛
ひ

翔
しょう

しているよう

にも思える程です。その正体は、魚捕
と

りの名人 ･

カワセミです。カワセミは、『古
こ

事
じ

記
き

』にも緑を

意味する「ソニ」の名で登場しており、漢字では

翡翠と書きます。宝石のヒスイはここから名付け

られたものです。黒く太い嘴
くちばし

が体の４分の 1 を

占める変わった形で、さらに背中から腰にかけて

輝くコバルトブルーの羽毛は絶
ぜっ

品
ぴん

です。生息域は

池や川などの水辺で、小魚や水
すい

生
せい

動物を主食とし

ています。水中の獲
え

物
もの

に狙いを定め、ダイビング

すると一発で魚を捕らえます。子育ては、土手や

崖
がけ

を利用して、横に長く掘った巣
す

穴
あな

を使います。

　元々カワセミは大正や昭和の初めまで都心部

でも普通に見られましたが、戦後の経済復
ふっ

興
こう

に伴

い、川や池の環境が悪化すると、たちまち郊外に

退行していきました。農薬や工場排水で水質が

低下し、次々とコンクリート化される水辺の環

境では、巣穴を掘る土手さえも無くなってしまっ

たのです。都市部からカワセミの姿が消えたのは

1964 年頃、ちょうど前回の東京オリンピック開

催で市街地の急速な整備が進んだ時です。それで

も郊外の府中市域では、多摩川の存在がカワセミ

を留
とど

めていました。1970 年代に入ると、汚染の

波がついに多摩川にも及び、アユも 泳いだ清流

は汚
お

濁
だく

の川に変
へん

貌
ぼう

しました。魚類をはじめとする

動植物たちは激
げき

減
げん

し、棲
す

み家
か

を失ったカワセミは

さらに奥へと退行し、日
ひ

野
の

市の先から上流部の奥
おく

多
た

摩
ま

エリアに足を運ばない限り、確認ができなく

なってしまったのです。魚類激減は、連
れん

鎖
さ

的に餌
えさ

の乏
とぼ

しくなった川から野鳥たちの撤
てっ

退
たい

を招いた

わけですが、中でも多摩川に翔
と

ぶカワセミが姿を

消したことは、同じく水中の宝石と呼ばれたアユ

消滅と合わせてのダブルパンチでした。

　その後、多摩川は下水道の普及などに伴い急速

な回復を目指します。市街地においても農薬散布

や工場排水の規制で、環境劣
れっ

化
か

に歯止めがかかり

ました。結果、一時は幻
まぼろし

の鳥とも呼ばれたカワ

セミは、1975 年頃から中流域で度
たび

々
たび

目
もく

撃
げき

される

ようになり、1980 年には上流部の支
し

流
りゅう

で営
えい

巣
そう

地

が増えるとともに、中流域の府中市是
これ

政
まさ

や多摩動

物園内でも繁殖が確認されたのです。また、春 ･

秋渡りの季節や冬期では都心の池でも姿を現す

ようになり、1990 年代には以前と同様の生息範

囲に戻りました。大きな原因は、多摩川の水質が

浄化するにつれ、比較的汚れた水でも生息可能な

モツゴやフナと言った小魚、アメリカザリガニな

どが息を吹き返し、カワセミにとっては手ごろな

サイズの餌
えさ

が増えてきたことにあるようです。た

だ、面白いのは、復活後のカワセミ自身の変化

です。警
けい

戒
かい

心
しん

の強かった鳥は、もはや人を恐れず、

土壁の巣穴に代わる塩
えん

ビ管
かん

などの人工物を利用

しながら臨
りん

機
き

応
おう

変
へん

に営巣する適
てき

応
おう

力
りょく

さえ身につ

けていたのです。受入れ側の人間が、愛鳥と保護

の意識を高めていたことも復活を後
あと

押
お

ししたの

でしょう。もはや、都市化の進んだ新たな空間に、

ある程度の妥
だ

協
きょう

をもってカワセミが適応し直し

て来たと考える方が正しいのかも知れません。

  （中村武史）

①ー水辺の宝石ー
 カワセミ

たたまま
ががわわ 野鳥セレクション野鳥セレクション

撮影：影山昇（府中野鳥クラブ）

カワセミの復活図





＊『府中市郷土の森博物館紀要』29 号
　学芸員他による研究報告 ･ 論文集です。       

・「国府のマチ」模型制作に関する覚書　   [ 深澤靖幸 ]

・「府中宿町並模型」の増設と「高札場」の再現

　　－常設展示室リニューアルにおける検証の経緯－　       

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [ 花木知子 ]

・六所宮の摂社・末社と松尾神社 　　　　 [ 小野一之 ]

・鬮之宮神社と神社講

　　－旧府中宿における土着信仰の継承－ [ 下村盛章 ]

・徧無為 依田貞鎮による　　　　　　　　　　　　　
　　聖徳太子神儒仏三教調和思想の展開　 [ 野田政和 ]

・養蚕と盆行事

　　－近代における盆行事の日程変更とその分布－　　　

　　   　　　　　　　　　　　　　  　　　  [ 佐藤智敬 ]

＊府中市郷土の森博物館ブックレット 17　
　　『よみがえる古代武蔵国府』

　古代武蔵国府の 40 年に及ぶ発掘成果を一冊にまとめ

　ました。2005 年刊行のブックレット 6 以降の 10 年

　間の調査成果を踏まえた最新作です。

＊府中市内家分け古文書目録 18　
　　『新宿  比留間家文書目録Ⅱ』
　
新宿（現・宮町）の旧家・比留間家から寄贈された古

　文書の目録を、検索が便利なＣＤ版で刊行しました。

平成 27年度
寄贈・寄託資料一覧

区分

有料 減免

合計
一般 団体

( 障害者・

4歳未満等)

博物館観覧者

開館日数 305 日

大人 153,844 4,952 45,160 　203,956  

子供 26,116 14,669 50,117 　 90,902

小計 179,960 19,621 95,277 　294,858

上記のうち

ﾌﾟﾗﾈﾀﾘｳﾑ観覧者

投影日数 206 日

大人 26,510 1,903 5,435 33,848

子供 13,332 8,531 5,835 27,698

小計 39,842 10,434 11,270 61,546

№
寄贈・寄託者
（敬称略）

資料名 分類 数量 受入

1 　浅見　一郎　 京王線関係資料 歴史
36

点
寄贈

2 平岡　正之
京王線開業 90 周年パス

ネット　ほか
歴史 3 点 寄贈

3 浅見　一郎 京王線関係資料　ほか 歴史
238

点
寄贈

4 松本　正彦 板碑 考古 3 点 寄贈

5 東京都福祉局 鬼瓦 考古 １点 寄贈

6 相原　元司 鍛冶屋道具 民俗 一式 寄贈

7 荒井　寛 羽子板・五月人形 民俗 2 点 寄贈

8 橋本　隆男 半纏 民俗 1 点 寄贈

9 松本　正彦 扇風機・へら台 民俗 2 点 寄贈

10 鹿野　佐織 ひな人形・羽子板 民俗 3 点 寄贈

11 田中　誠一 御嶽講用具 民俗 一式 寄贈

12 佐藤　はるか 郷土の森復元建築物水彩画 美術 8 点 寄贈

13 村野　晃一 村野四郎蔵書・書棚 村野 一式 寄贈

★「あるむぜお」は定期購読できます！★
 「あるむぜお」の送付ご希望の方は 1年単位で承り

ます。4回分の送料 328 円（切手でも可）を添えて、

受付カウンターでお申込みください。

平成 27年度
利用状況

※新刊は、本館１階ミュージアムショップにて

　発売中です。

500 円

400 円

博物館では、次の資料を集めています。

所蔵されている方で、博物館に寄贈しても良い

という方がいらっしゃいましたら、ご一報くだ

さい。

＊昭和 40 年代以前の家電製品

＊江戸時代から昭和 30 年代ころの古文書

＊そのほか、地域の歴史・文化・自然に関わる

　資料　

資料をご寄贈ください！

300 円





で 5 月 16 日（新暦 1835 年 6 月 11 日）でした。

現在でも、「麦
ばく

秋
しゅう

」と呼ばれる麦の刈りごろは、

新暦の 5 月下旬から 6 月初旬頃を指しますから、

江戸時代もほぼその時期に準じて麦刈りをして

いたといえるでしょう。

　麦を収穫すると、乾燥、脱
だっ

穀
こく

、製
せい

粉
ふん

などの作

業が大変です。そして、並行して田んぼでは稲

作用に田起こしをし、用水から水をはり、代
しろ

か

きを経て田植えがはじまります。田植え始めは、

早い年は 4 月 29 日（新暦 1830 年 6 月 19 日）、

遅い年は 5 月 27 日（新暦 1835 年

6 月 22 日）でした。この日、稲を

植えるための女性・早
さ

乙
おと

女
め

をそろ

えた、という記録も 1809 年（文

化 6）10 人、1825 年（文政 8）6 人、

1829 年（文政 12）5 人の 3 回あ

ります。もちろん、記録されてい

なくても同じような作業が毎年続

いていたことは想像に難
かた

くありま

せん。

　「田植えは、麦が終わった新暦

の 6 月中旬～下旬頃で、遅くなった

ら 7 月初旬のこともあったよ」という話を聞き

ます。その話のとおり、現在でも 5 月下旬頃の

麦刈り、6 月の田植えが中心です。つまり、府

中の農家は、少なくとも約 200 年前の江戸時代

には成立していた農
のう

事
じ

暦
れき

に準じた米、麦づくり

を現在も継
けい

承
しょう

しているといえるのです。

　府中では現在、二毛作はほぼ行われていない

ようです。米と麦は別の場所でつくられている

ので、田麦という言葉も聞かれなくなりました。

このように時代とともに変化した部分もありま

すが、大
おお

枠
わく

は江戸時代と変わらないのです。農

事暦の記録と伝承を通して見える、日々のくら

しの積み重なりに、敬意を覚えずにはいられま

せん。　　　　　　　　　　　 　　（佐藤智敬）

※ 

あ
る
む
ぜ
お　

イ
タ
リ
ア
語
で
【
博
物
館
で
】【
博
物
館
に
て
】
の
意
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　「県居井蛙録」には、くらしのなかで必要だっ

た農作業について記されている箇
か

所
しょ

が多くあ

ります。35 年間すべての年に記されているの

は稲作の「田植え始め」です。内藤治右衛門家

は水田地帯にありました。それゆえに毎年の田

んぼに関する仕事が多いのです。

　そのほか、当時は重要な農作物

だった、麦に関する記
き

載
さい

もありま

す。大麦、小麦、そして田
た

麦
むぎ

の 3

種類をまく（9 月～ 10 月頃）、刈
か

る（4 月～ 5 月頃）といった作業

です。小麦、大麦、田麦の順でま

き、田麦、小麦の順で刈り取って

います（大麦刈り取りの記録はあ

りません）。ここに出てくる「田麦」

とは、品種ではなく「田んぼに植

える麦」という意味らしく、どんな

種類の麦なのか定かではありません。

　稲刈りと麦まき、麦刈りと田植えの日程が重

ならず、しかも作業の間が 10 日以上あいてい

るところから、稲刈り後の田に麦をまき、麦刈

り後の田に稲を植えていると考えられます。つ

まり、同じ田んぼを使用して麦と米とをつく

る、二
に

毛
もう

作
さく

をしていたことがわかります。稲が

水を好むのに対し、麦は比較的乾
かわ

いた土地を好

みます。田んぼは５月中旬～９月頃までは水田

になり、９月後半から５月初旬頃までは麦を育

てるために水を張らない麦畑（麦
むぎ

田
た

）へと姿を

変えたのです。

　成長した田麦を刈り始めるのは、早い年で

４月９日（新
しん

暦
れき

1806 年 5 月 26 日）、遅い年

 『県居井蛙録』にみる
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『県
あがた

居
い

井
せ い あ

蛙録
ろく

』は、住
すみ

吉
よし

町
ちょう

の旧家・内藤治
じ

右
え も ん

衛門家

に残されていた、享
きょう

和
わ

2 年（1802）から天
てん

保
ぽう

7 年

（1837）にいたる日々の記録です。4代当主重
しげ

喬
たか

と 5

代当主重
しげ

英
ひで

によって著
あらわ

されたこの史料には、当時の

庶民の生活に関わるさまざまな出来事が記されてい

ます。本コーナーでは、毎回テーマを決めてその内

容を紹介します。

⑤米や麦をつくる

収穫間際の小麦畑
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